
別添 

類別：機械器具(12)理学診療用器具 

高度管理医療機器 一般名称：痙攣療法用脳向け電気刺激装置 

特定保守管理医療機器 販売名：サイマトロン 

 

添付文書 新旧対照表 

 

改訂箇所 旧（第 13 版） 新（第 14 版） 

使用方法等 ２）プレタック(PreTac)液 1～2 滴をその

皮膚部分につけて指先で乾くまですり

込みます。なお、プレタック液をやむ

を得ず使用できない場合は２）の手順

を省略して下さい。 

 

注意（１） 

プレタック液は目に入らないように注 

意してください。 

 

注意（２） 

装着部位にすり込んだプレタック液が 

乾燥する前にサイマパッドを貼らない 

でください。[水分が少しでも残って 

いると電気的刺激が集中して熱傷の原 

因になります。］ 

 

注意（３） 

サイマパッドに直接プレタック液を滴 

下しないでください。[粘着力の低下 

により、サイマパッドが剥がれ、刺激 

の集中により、熱傷の原因になりま 

す。］ 

２）シグナスプレー（伝導改善液）1 プッ 

  シュをその皮膚部分に吹きかけて、指 

先で乾くまですり込みます。 

 

 

 

注意（１） 

シグナスプレーの液は目に入らないよ 

うに注意してください。 

 

注意（２） 

装着部位にシグナスプレーの液が残っ 

た状態でサイマパッドを貼らないでく 

ださい。[水分が部分的に残っていると 

電気的刺激が集中して熱傷の原因にな 

ります。］ 

 

注意（３） 

サイマパッドに直接シグナスプレーを 

吹きかけないでください。[粘着力の低 

下により、サイマパッドが剥がれ、刺 

激の集中により、熱傷の原因になりま 

す。］ 

 


